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カカオ栽培の起源は現在の
エクアドルのアマゾン地域



世界最古のカカオはクリオージョ種。その直径の子孫は希少カカオ
としてエクアドルのアマゾンに残る



世界のカカオ生産国

エクアドルのカカオ生産量は23万5,182トンで世界第７位（2018年 FAO)



エクアドルカカオの歴史

クリオージョ・カカオ豆の栽培はエクアドルで脈々と受け
継がれ、19世紀後半に訪れたカカオブームの主役となる。

20世紀初頭、伝染病により壊滅的な打撃

他地域の品種を地元の品種と交配し、質は劣るが生産性に
優れ、伝染病に強い高いハイブリッド（CCN51）種が誕
生、沿岸地帯の大農園で大々的に栽培される。以降、エク
アドル原産のカカオ豆は遠隔地の小規模農園でわずかに栽

培されてきた。

近年のチョコレート・カカオ・ブーム
消費者の嗜好の変化

• 最高級カカオ（クリオージョ豆）への世界的な需要
• サステイナブル・プラクティスによる

カカオのブランド化



世界カカオマーケットの構造

通常カカオ市場

高級市場

最高級プレミアム市場

通常カカオ認定市場

現在エクアドルカカオが売られている市場



世界カカオマーケットの構造

通常カカオ市場

高級市場

最高級プレミアム市場

通常カカオ認定市場

2025年までにエクアドルカカオが目指すべき市場



エクアドル
カカオの輸出戦略

最高級カカオである国内クリオージョ豆の生
産を高め、通常の豆の混入を防ぎ、生産量で
勝るアフリカ諸国のカカオとは品質重視で差
別化を図り、さらなるブランド化を促進

エクアドル政府はカカオ豆セクターの競争力
強化を国家戦略の一つに位置付け、今後10年
間で8,000万ドルの投資計画を発表

• 2025年までに生産総量を82万トンまで増加

• 国・業界レベルでトレーサビリティ・シス
テムを導入し、バリューチェーンを強化、
カカオの国際認定を促進

• 高級カカオの増産



国際市場でのエクアドルのカカオのブランド化、差別化

サステナブル・プラクティスによるエクアドルカカオのブランド化

山岳部・アマゾンの国内高級カカオ
生産者

栽培する零細農家への伝統的な栽培
手法の奨励、種の保全、個々の生産者
までさかのぼれるトレーサビリティ・
システムの確立が進められている。

沿岸部のハイブリッド種の生産者

トレーサビリティ・システムの導入に
よる透明性のあるバリューチェーンの確
立、カドミウムなどの化学物資の汚染を
事前に察知し、品質規格を国際基準に
則って厳格に適応することで、多くのカ
カオ農園が認定機関の承認を獲得する。





エクアドル貿易促進アドバイザー

組織強化
第三国研修

サステイナブルカカオのプロモーション

JICAサステイナブルカカオプラットフォームにおいて
エクアドル輸出振興局（PROECUADOR）の発表

（2021年4月）

エクアドル・カカオ事業へのJICAの協力

エクアドル国トレーサビリティプリンティングシステム
による

カカオの高付加価値化の案件化調査（民間連携事業）


